
参考文献等

作成日　令和5年4月12日
屋外通路の開放性について

関係条文：東京都建築安全条例第19条2項

東京都建築安全条例第19条の運用の明確化について（技術的助言）技術的助言等

第19条2項の避難通路

隣地境界線有効500ｍｍ

屋内的用途不可
例：駐輪場

構造耐力上必要最低限の柱

耐火構造等の壁・床
通路の壁及び天井の
下地・仕上げは不燃材料

隣地境界線

構造耐力上必要最低限の柱

有効500ｍｍ

屋内
▽GL

耐火構造等の壁・床
通路の壁及び天井の
下地・仕上げは不燃材料

特定防火設備
（遮煙＋常時閉鎖式）

道路

有効幅員

ピロティ

ピロティ

有効幅員

窓先空地

・技術的助言を準用している。

・開放されたピロティの条件

①２面開放、構造躯体以外何もないこと。

（手すり、腰壁等も開放性を妨げるため、設置不可）

②隣地境界線から有効500ｍｍ以上のあきをとること。
【開放されたピロティを経由して、道路に避難する場合】

【開放されたピロティ付近に駐輪場を設置する場合】
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第19条2項の避難通路

耐火構造等の壁・床、通路の壁及び天井の下地・仕上げは
不燃材料又は特定防火設備（遮煙＋常時閉鎖式）

・自転車置場A
⇒屋内的な用途のため区画
・自転車置場B、C
⇒設置不可（開放性を阻害するため）
・自転車置場D
⇒器具を用いての設置は不可
（開放性を阻害するため）
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